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News Release

ちふれホールディングス株式会社（本社：埼玉県川越市、代表取締役社長：片岡 方和）は、日本
薬学会第145年会（2025年3月26日～29日）*において、「グリチルリチン酸ジカリウムとヘパリン
類似物質の併用による炎症抑制および表皮バリア機能向上に関する効果の検証」についての研究成果
を発表したことをご報告いたします。

■発表タイトル
和文名：グリチルリチン酸ジカリウムとヘパリン類似物質の併用による炎症抑制および

表皮バリア機能向上に関する効果の検証
英文名：Evaluation of anti-inflammatory and epidermal barrier-enhancing of

dipotassium glycyrrhizate and heparinoid combination.

■本研究の背景と目的
紫外線や乾燥、肌に残留した界面活性剤などの日常生活における外部刺激は、炎症や皮膚のバリア

機能低下など、肌状態に悪影響を及ぼします。そのため、肌状態を正常に維持する目的で、スキンケ
アの際に肌へ薬理的に作用する成分を効果的に活用することが有用です。グリチルリチン酸ジカリウ
ムは、消炎作用や抗アレルギー作用があり、また、ヘパリン類似物質は保水力が高く、両成分とも医
薬品の有効成分としても使用されています。

本研究では、洗浄剤にも含まれることが多いラウリル硫酸Na刺激により誘発された炎症及び、皮
膚バリア機能維持（タイトジャンクション形成）の両方に対し、グリチルリチン酸ジカリウムとヘパ
リン類似物質を併用することで、各々単独より有効な効果が得られるのかを検証することを目的とし
ています。

■本研究で対象とした素材
1．グリチルリチン酸ジカリウム
• 基原植物：マメ科 甘草(カンゾウ)
• 効果・効能：抗炎症、肌あれ防止

■研究成果
炎症関連因子発現抑制
・ラウリル硫酸Na刺激により増加した炎症関連遺伝子の発現は、ヘパリン類似物質の添加により減
少しました。
・ この効果は、グリチルリチン酸ジカリウムを併用することでより強まりました。

バリア関連因子の細胞間での発現増加
・グリチルリチン酸ジカリウムとヘパリン類似物質を併用した方が、各々単独で添加した場合よりも
細胞間に局在化したタイトジャンクションバリア構成タンパク質の増加が認められました。

本研究により、刺激に対し肌状態を正常に維持するために、グリチルリチン酸ジカリウムとヘパリン
類似物質の併用が各々単独で使用するよりも効果的であることが示されました。

本研究については、近日中にちふれホールディングスのコーポレートサイト内「研究開発レポート」
でもご紹介予定です。 https://www.chifuregrp.co.jp/rd/report/index.html

本研究成果を応用したスキンケア化粧品を既に開発・製造・販売しておりますが、今後もお客様の
ニーズにお応えするべく、研究を重ね、新たな商品の開発に向けて取り組んでまいります。

2．ヘパリン類似物質
• 保水性があり、高い保湿力が期待できる。
• 皮膚内の水分を保つことで肌のバリア機能を高める。
• 効果・効能：保湿、抗炎症、血行促進。

*…「くすり」に関係する研究者や技術者が、学術上の情報交換を行い、学術文化の発展を目的とする学術団体「日本薬学会」が
 年に一度主催する学術大会

※ 掲載情報は、発表時の情報です。最新の情報と異なる場合がございますので、予めご了承ください。
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